
　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホーム　ひのでの館

目標達成計画 作成日：　平成２３年　　７月　　１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

外出願望のある方に対し、職員によってもケア
の仕方が違ったり、ただ抑制するだけになって
しまっている。その方にとっては目的は不明瞭
であっても何らかの思いがあるのではないか？
生活歴から見直し、今後のケア、対応を考え
る。

生活歴、環境等を見返す事により、本人の
思いや要求を把握し、それに対応できるケ
アを考える。また職員間で同じケアが出来る
ようにケアの統一性を図る。

・個人の生活歴を見直す。
・家人から情報収集する。
・生活してきた地域の方からも情報収集する。
（地域の行事等に参加した時など）
・情報収集した内容を基に検討し、本人の思い
に近づける。

３ヶ月

2 20

馴染みの人や場との関係が途切れてしまって
いる方もいる。ホームでの生活だけでなく、生活
してきた地域や環境との繋がりを大切にしてい
く。

各々が生活してきた地域での催し物に参加
出来るようにする。

・家族に説明し同意を得ておく。
・地域での祭り、行事、催し物等の情報を得る。
（家族、地域の方、広報、運営推進会議など）
・ドライブ、外出時にその方の生活してきた地域
に　　訪問する。（自宅、兄弟宅、公民館など）
・実施前に家族に再度説明、了承を得る。

６ヶ月

3 35

ホーム単独では防災訓練も実施したが、災害
時には、地域の協力が不可欠である。これまで
以上に地域、自主防災組織との連携を強めて
いく必要がある。

地域の方を含めて防災訓練を実施する。 ・地域の防災訓練に職員、入居者が参加する。
・ホームの訓練に地域の方に入ってもらう計画
を立てる。（防火管理者）
・運営推進会議の議題にあげ、互いの情報交
換を行う。
・家族に同意をもらいホーム内の居室配置、入
居者の状況等をまとめ地区委員等に知っても
らう。

６ヶ月

ヶ月

ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


